
Ⅱ授業実践  

 

第４学年 国語科 学習指導案 
 

日時  令和７年１１月１９日（水） 第５校時 

場所  温知学舎 世田谷区立烏山小学校  

学級  第４学年３組 ３１名 

授業者 阿部 瑞恵 
 

＜校内研究主題＞ 

主体的に探究する児童の育成 
～共に学び合い、伝え合う国語科の授業づくりを通して～ 

 

 

１ 単元名  つながりを見つけながら読み、おもしろいと思ったことを話し合おう 

  教材名  「友情のかべ新聞」（光村図書 国語四下 はばたき） 

        

２ 単元の目標 
本単元の目標は、以下のように設定されている 

 

上記の内容を本教材に照らし合わせると、以下の目標となる。 

 

 

３ 単元の評価規準 
知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

幅広く読書に親しみ、読書が、

必要な知識や情報を得ることに役

立つことに気付いている。 

【（３）オ】 

「読むこと」において、登場人

物の気持ちの変化や性格、情景に

ついて、場面の移り変わりと結び

付いて具体的に想像している。 

【C（１）エ】 

積極的に登場人物の気持ちの変

化や性格について、場面の移り変

わりと結び付けながら想像して読

み、学習の見通しをもって、おも

しろいと思ったところを伝え合お

うとしている。 

 

 

 

 

 

 

◎登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び付けて具体的に想像すること

ができる。【思 C（１）エ】 

○幅広く読書に親しみ、読書が、必要な知識や情報を得ることに役立つことに気付いている。 

【知（３）オ】 

◎「東君」と「西君」の行動・様子や、二人の関係の変化を場面と場面のつながりを見つけて捉えて読む

ことができる。【思 C（１）エ】 

○つながりを見つけながら読む読み方を活かして、ミステリ作品の読書を楽しむことができる。 

【知（３）オ】 

○「ぼく」が何を手がかりにして推理したのか、読み取ったことや考えたことを伝え合うことで違いを理

解し、共有する楽しさに気付くことができる。【思 C（１）カ】 

○積極的に場面と結び付けながら登場人物の変化を捉え、進んでミステリ作品を紹介するポスターを作っ

て読み合い、次に読みたい作品を見つけようとする。【学びに向かう力、人間性等】 



４ 単元について 

【単元の位置づけ】 
本単元が位置づく系列は、様々なジャンルの本に触れることを目的としている。 

※★…重点的に取り組んだこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                   

 

                   

 

 

 

 

                    

    

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

・色やにおいを表す言葉などに着目して、出来事と人物の気持

ちを捉える。 

★叙述の「初夏」に関する言葉に着目させ、作者の設定に着目

した。 

 

 

 

 

 ・繰り返し出てくる物や言葉について考える。 

【設定】 

★場面の様子を表す言葉や対人物の行動・言動から、心情を考

えた。 

 

 

 

 

 ・人物の気持ちの変化をとらえて、感想をもつ。 

【情景】 

★叙述の言葉を手がかりに、登場人物の性格や気持ちの変化、

情景について、場面の移り変わりと結び付けて想像しながら読

み進めた。 

 

 

 

 

 ・つながりを見つけながら読み、人物の行動や様子の理由を想

像する。 

 

 

 

 

 

 ・人物の思いについて、観点を選んで読み深め、互いの考えを

比べながら交流する。 

三年とうげ 

・内容や書かれ方に着目して読み、お話のおもしろさを見つける。 

一つの花 

ごんぎつね 

友情のかべ新聞 

スワンレイクのほとりで 

白いぼうし 

やなせたかし―アンパンマンの勇気 

・伝記に描かれた人物の生き方や考え方について、自分自身と結び付けて考えをまとめる。 

三
年
生 

四
年
生 

五
年
生 

まいごのかぎ 

・出来事の前後で、人物がどのように変化したかを考える。 

ちいちゃんのかげおくり 

・場面を比べながら読み、感想をもつ。 



（１）教材について 
本教材は、教科書教材（文学的文章）では、初めての推理作品である。いつもとても仲の悪い西君と東君

が中井先生に叱られてかべ新聞を作ることになり、クラスのみんなとぼくは「二人には無理だ」と思ってい

たが、教室に貼ってあったかべ新聞を見て驚くと同時に急に仲良くなったように見える二人の行動に違和感

を覚え、疑問を抱いたぼくが、二人の行動を手掛かりに推理をしていく作品である。 

児童の身近にある出来事を題材にしているので、読者が自然と物語に感情移入しやすい。どの学級でも起

こりうる出来事を事件にしたり、登場人物もこの年代の児童の成長に合わせて設定したりしているからこ

そ、「身近にある不思議が謎となり、理論的な思考で解くことで意外な真相が現れる。」という作者の思いが

伝わってくる。「ぼく」の一人称視点で話が展開されていく。児童も物語を読み進めるにつれ、出来事と自

分の体験を比べたり、「ぼく」の視点に自分を重ねたりすることで、「ぼく」と一緒に読み進めているような

不思議な感覚を味わえる。しかし、あくまでも「ぼく」の視点から見た二人の様子であり、相手の気持ちが

「ぼく」の推理通りとは限らない。「東君」と「西君」の特徴や行動描写などを手掛かりに、推理する「ぼ

く」と共に読者が謎を解き明かすために論理的な読みを進めることができる。 

また、「ぼくのすいり」や結末、あるいは事実の確認から、何度も作品を読み直し、答え合わせがしたく

なる。読み直すことで、初読では気が付かなかった物語の布石や伏線に気付き、結末と結びついたり、新た

な結びつきを発見したりするところにもおもしろさを感じる。このような作品の特徴を生かして謎解きの

おもしろさを味わうことに加え、見つけた謎の答えを面白さと感じ、他者に伝えたくなる思いに動かされた

姿に主体的な読みを見出し、面白さを伝え合う言語活動を取り入れていきたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（２） 教材文の分析【文章構造図】 
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が
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「
ぼ
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た
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二
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中
井
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知
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良
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な
り
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ラ
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み
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か
う
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く
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っ
て
、
安
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し
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※
最
後
の
一
文
に
よ
り
、
そ
の
後
の
二
人
の
関
係
を
読
者
も
想
像
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ま
う
表
現
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っ
て
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※
２
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ぼ
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始
ま
る
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情
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来
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ぼ
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時
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そ

し
て
、
二
人
が
仲
良
く
な
っ
た
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と
も
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理
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て
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隠
し
て
い
た
秘
密
が
ば
れ
て
、
二
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が
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中
井
先
生
」
に
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れ
る
。 

翌
週
の
月
曜
日
に
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ぼ
く
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が
二
人
を
呼
ん
で
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隠
し
て
い
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秘
密
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謎
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か
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が

う
な
だ
れ
て
も
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ど
こ
か
ほ
っ
と
し
た
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で
言
っ
た
と
同
時
に
、
教
室
の
後
ろ
で
、
誰
か
が
壁
新
聞
を

破
り
、
秘
密
が
ば
れ
て
し
ま
う
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「
ぼ
く
」
が
、
二
人
が
か
い
た
壁
新
聞
の
秘
密
に
気
付
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。（
ミ
ス
テ
リ
の
謎
が
解
き
明
か
さ
れ
そ
う

な
予
感
の
す
る
書
き
方
に
、
読
者
が
面
白
さ
を
感
じ
る
。） 

そ
れ
か
ら
、
一
週
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も
の
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二
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が
仲
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そ
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見
え
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が
、
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ぼ
く
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は
、
そ
こ
に
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あ
る
よ
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に
思
え
て
仕
方
が
な
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。（
物
語
の
展
開
に
読
者
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き
付
け
ら
れ
る
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協
力
し
て
壁
新
聞
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作
る
こ
と
を
嫌
が
り
、「
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
」
も
無
理
だ
と
思
っ
て
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た
の
に
、

火
曜
日
の
朝
、
壁
新
聞
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完
成
し
て
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。
更
に
、
そ
れ
か
ら
二
人
が
休
み
時
間
に
一
緒
に
過
ご
す
よ

う
に
な
っ
た
こ
と
へ
の
不
思
議
さ
。（
ミ
ス
テ
リ
の
始
ま
り
） 

花
瓶
を
割
っ
て
し
ま
っ
た
「
東
君
」
と
「
西
君
」
が
、「
中
井
先
生
」
に
叱
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、
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で
協
力
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て

壁
新
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作
る
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と
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案
さ
れ
た
。 

「
ぼ
く
」
か
ら
見
た
「
東
君
」
と
「
西
君
」
の
紹
介
（
性
格
や
行
動
が
正
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対
な
こ
と
）
と
二
人
を
客

観
視
し
て
い
る
「
ぼ
く
」
の
紹
介
。 

場
面
の
特
徴 



（３）児童の実態について 
本学級児童は、進級当初は国語を苦手、難しいと感じる児童が大半を占めていた。１学期のアンケート結果か

らは、①主体的に学習する姿や学習計画の設定、②課題解決に向けた学び方やその選択方法、③学びを次時

の学習に生かしたりつなげたりする力に課題があると考察した。 

一方で、読書を好む児童は多い。朝読書や図書の貸し出しを見ていると、文学作品を手に取る児童が半数は

いるが、その反面、自分に合った図書を手にしたり、自分で読書の幅を広げたりすることが難しい児童も混在する。

日頃から読書の幅を広げるために、読書課題を設定して様々な文種の図書に触れるように促したり、教科学習に

合わせた関連図書、並行読書の環境を整えたりしている。 

そこで、「読むこと」の領域（文学的文章）『白いぼうし』、『一つの花』、『ごんぎつね』を学習では、叙述の言葉や

表現から登場人物の気持ちを捉えたり、情景描写を手掛かりに場面を想像して人物の気持ちの変化を捉えたりす

ることに重点を置いて学習を進めてきた。先三つの文学的文章の学習では、①全文シートの活用、②意味調べ、

③初読をもとにした学習計画づくりと課題設定、④個人と小集団で考える時間の確保を手立てとして打ち、児童の

精査・解釈を進められるようにした。その結果、単元学習と同時に全文シートにて物語や思考を整理したり、つな

がりを見つけたりする姿が見られるようになってきた。国語の面白さを味わい始めた児童が増えてきたことをこれま

での実践より感じ取れる。 

本単元は、ミステリ作品であるが、物語を推理しながら読み進める文学に触れている児童は少ない。今回も、事

前に校内図書室、公共図書館等を利用し、児童文学の中から「ミステリ作品」を用意し、児童が自由に手に取って

楽しめる環境を整備した。また、本単元でも全文シートを活用し、児童が物語の内容や自身の思考整理の手助け

となるようにしていきたい。そして、「東君」と「西君」の関係の変化を場面と場面、人物と人物などのつながりから捉

えて読み進めることで、登場人物全員の関係の変化に気付かせ、作者のミステリ作品に込めた面白さの読みにつ

なげたい。 

 

５ めざす児童像との関連 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６ 研究の手立て 

（１）主体的に学習するための学習計画の工夫 
   単元の初めに教科書の「見通しをもとう」を活用し、目標やゴールイメージを示すことで児童が見

通しをもって学習に取り組めるようにした。また、「何を」「どのような方法で解決していくか」を既習

した単元から思い出させて、学習計画を児童が計画したり、初発の感想を元に課題設定（問い）をした

りすることで、単元を通して主体的に探究する児童の育成をねらう。学習計画を視覚的に提示したり、

授業の初めや終わりに確認したりすることで、学習の進行状況や目標を児童自身が把握してその日の

学習や次への学習に主体的に取り組めるようにしていきたい。 

 

（２）学び方の工夫 
   課題解決に向かう場の工夫 

これまでの本学級児童の実態を振り返ると、個人で考えたい時間、小集団で考えたい時間、誰かの助言

をもとに考えたい時間の 3つに分けることができる。よって、本単元学習では、①個人学習、②小集団で

の学習（意見交換、教え合い）、③担任との学習の場（助言程度）という学習の場を設定する。小集団で

の学習では、教師の意図的な学習班を作らず、自分が一緒に学習したい（考えを聞きたい）児童のもとへ

声をかけに行き、助言し合ったり、対話し合ったりを行わせる。そうすることによって、児童自身が追究

したい課題も同時に解決でき、それが本時ごとの学習課題の解決につながると仮定した。それこそが、児

 

 

中学年の目指す児童像 

「学習を振り返りながら、自分の学びを選べる子」 

中学年では、「自らの学びを自覚し、すすんで取り組める子」を達成するためには、児童が主体的に
取り組めるような必然性のある課題設定が重要と捉えている。そのために、目標やゴールイメージなど
の単元全体の見通しをもたせた上で、初発の感想や疑問をもとに児童が問いを設定して、学習を進める
ように計画を立てる（学習計画）。 
また、前単元の既習事項や毎時間の学習の振り返りを活用して児童一人一人が「どう解決するか」を

選択したり、「どのように伝えるか」の表現方法を工夫したりして、児童の学び方を選択できるように
し、探究的に学習を進める児童の育成を目指す。そのために、教師側は既習事項を振り返らせたり、学
習状況を確かめさせたりして児童に問い、目標に沿った多様な手立てで学びを支援できるようにした
い。 

自らの学びを自覚し、すすんで取り組める子 



童の主体的な学びになると考えたからである。 

 

（３） 自分の考えを形成させるための工夫 
① 全文シートの活用 

教材文の全体を把握し、場面・段落や事柄のつながりを意識しながら読む力をつけるために、１学

期より教材文全文と挿絵が１～２枚のシートにまとまったものを活用してきた。出来事と人物の気持

ちがわかる叙述の言葉に着目させサイドラインを引かせたり、印をつけさせたりして、気持ちの変化

を読み取れるようにした。回を重ねるごとに、各々が工夫をし、場面ごとのつながりや登場人物の気

持ちの表れに着目して学習を進めることができるようになってきた。 

本単元では、「ぼくのすいり」を検証する際に、「ぼく」の視点から見た「東君」「西君」の行動やク

ラスのみんなの行動に再度戻ると予想される。「ぼくのすいり」がどこの二人の行動を根拠に推理され

ているのかやどう気持ちが変化していったのかに迫るには、有効だと考える。 

 

② 「学び方ハンドサイン」の活用 

自力解決する際の学習形態（①先生と ②友達と ③一人で）を選択できるようにし、『学び方ハン

ドサイン』として学習に取り入れた。本時の課題を把握した時点で、児童一人一人の課題に対しての難

易度、見通しなどに個人差が生まれる。本時のめあてを提示し、「どのように学ぶか（解決するか）」を

児童自身が『学び方ハンドサイン』を使って示し（全員参加）、学習形態を選択することで主体的に取

り組むことをねらう。また、友達と共に解決することで自分の考えに自信がもてるようになったり、友

達に教えることで考えが深まったりして、学び合いを通して自己肯定感や探究心を高めたい。 

   ※その場にて、挙手にて学び方を表明できない児童については、指導者が個別に支援をする。 

 

（４） 言語環境を整えるための手立て 
 

関連図書に触れる（並行読書） 

本学年では、全教科の学習で関連図書を単元導入前からブックトラックに置いている。毎週の朝読

書の時間や隙間時間に児童が自由に読書できるようにすることで、関連図書から情報・知識を得るこ

とができたり、単元末の言語活動に生かしたりすることができると考えて取り組んでいる。 

 今回も、第７・８時にて、他のミステリ作品を紹介するポップを作り、交流を図ることを計画して

いる。しかし、ミステリ作品の大概は、文量が多く、児童の読書力を考えるとすぐに読み進めること

や自分に合った作品に出合うことは容易ではないと考えた。そこで、単元に入る 2週間くらい前から、

学年のブックトラックにコーナーを設け、児童の興味関心を高めて手に取ってもらえるようにした。

また、協働的な学びを実現するために、「並行読書マトリックス（※１）」を活用し、児童が読んだ作

品に印を貼って、視覚化した学びができるように工夫をする。単元末の言語活動では、これを活用し、

友達に紹介したい本を選び、ポップ作りに生かしたい。 

 また、先に述べた児童の読書力を考慮する。読みやすい作品や難解な作品など読書の程度に幅を持

たせて選定を行うことで、児童の読書へのハードルを変動させ、「読書を楽し」ませたい。 

 

資料：「並行読書マトリックス（※１）」 
 教科書掲載の図書「この本、読もう」と単元学習に合ったと思われる図書（担任選定）を一覧化

して掲示する。児童は、読んだ図書に印をつける。 

（例：●紹介する図書 ●面白かった、おすすめ ●まあまあ ●あまり好きではなかった） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

７ 学習指導計画（全８時間） 
過

程 

〇ねらい ○主な学習活動 

・予想される子どもの反応 

◇指導上の留意点 

★評価規準（方法） 

 

課
題
把
握
（
１
・
２
） 

 ・「ぼく」の推

理を予想し、交

流することを

通して、場面と

場面のつなが

りを読むとよ

いことに気付

き、作品の面白

さを探るとい

うめあてを意

識して学習の

見通しをもつ

ことができる。 

 

 

 

○自分が知っている「不思議や秘密を見破るお話」

の作品を発表し、「ミステリ作品」の面白さや、

読んだ時の感想について話し合う。 

 

 

○教科書 P65 の題名やリード文から物語の内容を

想像する。 

※題名読み→想像することを話し合う。 

 

 

○範読を聞き、感想をもつ。 

・ぼくは、○○と思いました。 

・私は、〇〇が不思議に感じたよ。 

・私も、同じこと思ったよ。 

・そこは、〇〇と受け取ったよ。 

・みんなで考えたいね。 

 

 

 

◇「この本、読もう」で取り上

げられている本などのミステ

リ作品から、読みたい本を選

び、並行して読み進める。 

 

◇リード文を読み、題名から物

語についての想像を膨らませ、

ミステリ作品を読むことに関

心をもたせる。 

 

◇「ぼく」視点で書かれている

ことを気付くように促す。 

 

 

 

 

【１・２時】 『友情のかべ新聞』を読んで、物語の謎をまとめよう。 



○この物語の「謎」を確かめる。 

※謎＝児童が感じた不思議な出来事 

・壁新聞が出来上がったわけ 

・二人は、本当に仲良くなったのか。 

・東君と西君とぼくの関係 

（・中井先生の作戦通りだったのか。） 

 

〇場面設定、登場人物（名前のみ）、あらすじを確

認する。 

場面 学校の教室 

時 月曜日の学芸会準備の時（後）

～1週間 

登場人物 東君 

西君 

ぼく 

クラスのみんな 

中井先生 

 

 

〇単元ゴールを確認し、学習計画を立てる。 

※単元終末の言語活動を設定させる。 

※紹介カード（ポップや人物相関図など）を 

作り、読書意欲を喚起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※友情自学＝自主学習のこと。 

学習する中での自分の小さな不思議は、自主

学習とし、家庭学習や隙間時間に一人で、もし

くは友達と課題に取り組んで解決する（考えを

まとめる）。 

 

 

 

【あらすじ】 

東君と西君がとっても仲が悪くて、対抗

心を燃やしている。学芸会の準備中に花瓶

を割って、相手が悪いと責任を押し付け合

っているから、中井先生に叱られた。そし

て、二人で壁新聞を作ってなぜか仲良くな

っているから、ぼくがおかしいなと思い、

推理をはじめる。かべ新聞が破れたことに

よって、どうして仲良く見えていたのかが

判明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇初発の感想を個人で書かせ、

小集団→全体で共有させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇学習計画、学習課題を確認す

ることで、単元で取り組む学習

の意識を促す。 

 

◇「ぼく」が推理した手がかり

に気付かせ、この物語のおもし

ろさを探ることをめあてにす

る。 

 

★【知識・技能】 

物語全体の構成や内容の大体

を意識しながら読んでいる。

（音読、感想記述・発言） 

 

★【主体的に学習に取り組む態度】 

「問いをもとう」を基に、書

かれていることのつながりや、

おもしろいと思ったところを

探究しようとしている。（記述・

発言） 

【学習問題のポイント】 

・東君と西君の関係の変化 

・ぼくの推理 

・作品のおもしろさ 

（登場人物、場面設定、表現の工夫） 

※小さな不思議（友情自学） 

EX:中井先生の作戦 



課
題
解
決
（
３
・
４
・
５
・
６
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

・登場人物の

人物像や役割

を捉え、それら

が話の展開の

中でどのよう

につながって

いるかを見つ

けることがで

きる。 

 

 

 

 

 

〇本時のめあてを確認する。 

 

〇登場人物の人物像を捉える。 

 

〇「ぼく」が推理した手がかりを見つけるために、

登場人物の人物像と出来事を確かめる。（登場人

物の性格や行動を確かめる。） 

・仲良くなったように見えるよね。 

・新聞を左右半分に分けて、それぞれが好きな

ことを書いているよね。 

・火曜日から、互いに声をかけあったり、ゆず

りあったりして過ごしているよ。 

 

 

 

◇登場人物の性格や特徴をま

とめる。 

 

 

 

 

 

◇登場人物同士が対比の関係

にあることを押さえる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇時系列に沿って、二人がした

ことをまとめて、交流する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※物語の最初＝冒頭 

 物語の最後＝終末 

 

 

 

 

 

 

 

◇心情スケールを使って、考え

を可視化する。 

 

 

 

 

・出来事と、登

場人物の行動

や様子を時系

列に読み取り、

「ぼくのすい

り」とのつなが

りを見つける

ことができる。 

 

 

 

〇本時のめあてを確認する。 

 

〇出来事とその時の人物の様子を読み取る。 

 

 

 

 

〇曜日ごとに、誰が、何をしたのか、読み取ったこ

とを交流する。 

 

〇出来事や人物の行動・様子と、８場面の「ぼくの

すいり」がつながるところを見つける。 

 

・東君と西君

の関係を中心

に、この物語に

描かれている

変容を読み取

り、題名の意味

を考えること

ができる。 

 

 

 

 

〇本時のめあてを確認する。 

 

〇物語の最初と最後で変化したことを読み取る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇結局、二人は仲良くなったのかな。 

※心情スケールにて表す。 

 

 

 

 

本時【５時】物語の最初と最後で変化したことを読み取り、 

題名の意味を考えよう。 

【３時】登場人物の性格や行動を、「ぼく」のすいりから確かめよう。 

【４時】出来事を確かめ、「ぼくのすいり」とつながるところをさぐろう。 

・曜日ごと 

・誰 

・したこと 

【変化したこと】 

東君と西君の関係 ・相手をかばうようになった。 

・仲が良くなった。 

クラスのみんなの見方 ・仲良くなったんだな。 

・なんだかうれしくなった。 

「ぼく」の見方 ・気になって、推理を始めた。 

壁新聞 ・協力して新聞を貼り直した。 

・青と赤の二重の縁取りがされていた。 

・友情のかべ新聞になった。 

 



〇題名の意味を考える。 

 

 

 

 

 

 

◇東君と西君は、いつから変わ

ったのかを叙述をもとに考え

させる。 

 

◇これまでの物語の内容から、

題名の「友情」について考える。 

 

 

 

 

 

◇これまでの学習を振り返り、

いくつかある面白さに気付く

ように促す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇感想を個人で書かせ、書き終

えた児童から小集団にて交流

→全員が終わった段階で全体

発表する。 

 

◇これまでに読んだミステリ

作品を選ばせておく。「並行読

書マトリックス」を活用する。 

 

★【思考・判断・表現】 

登場人物の気持ちの変化や性

格、情景について、場面の移り

変わりと結び付けて具体的に

想像している。（記述・発言） 

 

★【主体的に学習に取り組む態度】 

積極的に登場人物の気持ち

の変化や性格について、場面の

移り変わりと結び付けながら

・この物語の

面白さについ

て、理由や具体

を明らかにし

て書きまとめ、

交流を通して

新たな面白さ

に気付くこと

ができる。 

 

 

 

 

〇この物語のおもしろさについて、理由を明らかに

しながらまとめる。 

※教科書 P.81の書き方を例にして書く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇まとめた内容を全体で共有する。 

 

 

 

 

〇次時にすることを確認する。 

 

【６時】物語のおもしろいと思ったところについて、友達と話し合おう。 

 

わ
た
し
が
面
白
か
っ
た
の
は
、
〇

〇
〇
〇
で
す
。 

 

な
ぜ
か
と
い
う
と
、
〇
〇
〇
～ 

〇
〇…

 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 

か
ら
で
す
。 

 

ま
た
、…

 

 
 

【おもしろさ】 

・事件を解決する面白さ 

・題名に込めた結末 

・登場人物の面白さ 

・「ぼく」の視点で物語を読み進め、疑問

をもって読み進める面白さ 

・犯人が分かっていても、結果までの推

理があっているかどうか確認したくな

る。 

・読んでいても、わからないことが多く

て解決しながら読みたくなる。 



想像して読み、学習の見通しを

もって、おもしろいと思ったと

ころを伝え合おうとしている。 

（話し合い、発言、記述） 

 

★【知識・技能】 

幅広く読書に親しみ、読書が必

要な知識や情報を得ることに

役立つことに気付いている。

（観察、発言） 

ま
と
め
・
振
り
返
り
（
７
・
８
） 

・ミステリ作

品を紹介する、

紹介カード（ポ

ップや人物相

関図など）を作

って読み合い、

次に読みたい

作品を見つけ

ることができ

る。 

 

 

 

 

〇本時の活動の見通しをもち、読解マップに書く内

容を確かめる。 

 

〇読んできたミステリ作品の中から、紹介したいも

のを選び、紹介カード（ポップや人物相関図など）

を作成する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇紹介カード（ポップや人物相関図など）を使って

互いに紹介し合い、次に読みたい作品を見つけ

る。 

・できあがった児童から、交換し合って紹介し合

う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇児童の実態を考慮し、いくつ

かの紹介するための手段を提

示し、選ぶ。 

 

 

 

 

 

◇「紹介カード（ポップや人物

相関図など）」に書名、作者、

読みたい度数、カードのよさを

メモする。 

 

★【知識・技能】 

・幅広く読書に親しみ、読書が

必要な知識や情報を得ること

に役立つことに気付いている。 

・つながりを見つけながら読む

ことで、これからの物語を読む

学習で生かそうとしている。

（観察、記述、発言） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７・８時】これまでに読んだミステリ作品の中から、 

紹介したいものをえらんで紹介し合おう。 

【紹介カードの内容】※必ず入れる内容 

・書名、作者名 

・おすすめの一言 

・主な登場人物とその人物像 

・出来事（事件）の始まり 

・おすすめポイント（内容、読者層） 



８ 本時の学習（5／8） 

（１）ねらい 
○東君と西君の関係を中心に、この物語に描かれている変容を読み取り、題名の意味を考えることがで

きる。 

 

（２）展開 
時

間 
○学習活動 ・予想される児童の反応 

◇指導上の留意点 

★【評価】（方法） 

導

入 

〇本時の学習課題を確認する。 

 

 

 

 

 

展

開 

〇物語の最初と最後で変化したことを読み取る。 

・壁新聞を作る前と、後では、東君と西君の様

子が違うね。 

・二人を見るクラスのみんなの目が、変わっ

たかも。 

・「ぼく」は、気にしないと言いながら、二人

をずっと見ているよね。推理しているよ。何

か変わったのかな。 

・かべ新聞が出来上がった時と、かべ新聞が

破れた後では、新聞の様子が違うよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇結局、二人は仲良くなったのかな。 

※心情スケールにて表す。 

※考えを可視化するため。 

・仲良くなった。友達になった。 

・ちょっと不安がある 

・互いの性格や好きなものなどを理解できた  

わけではない。 

・少しずつ相手のことがわかってきた。 

 （意外といい奴だった。） 

・協力できるくらいの仲にはなった。 

 

◇東君と西君は、いつから変わったのかを叙述を

もとに考える。 

※研究の手立て：（２）課題解決に向かう場の工夫 

※研究の手立て：（３）全文シートの活用 

 

 

 

 

 

 

※↓予想される児童の考え 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【思考・判断・表現】 

 登場人物の気持ちが、物語の最初と最後で変化

したことを読み取り、ノートにまとめている。（記

述・発言） 

 

★【主体的に学習に取り組む態度】 

積極的に登場人物の気持ちの変化や変容した

ことについて、場面の移り変わりと結び付けなが

ら想像して読み、伝え合おうとしている。 

（話し合い、発言、記述） 

 

物語の最初と最後で変化したことを読み取り、題名の意味を考えよう。 

 

【
以
前
の
様
子
】 

 
 
 
 
 →

 
 
 
 

【
変
化
し
た
こ
と
】 

 

東
君
と
西
君
の
関
係 

 
 

と
て
も
仲
が
悪
い 

 
 
 

 
 →

 

二
人
で
い
る
の
が 

楽
し
く
な
っ
た
。 

 

相
手
の
せ
い
に
し
て
い
る 

 
→
 

か
ば
い
合
お
う
と
し
て
い
る
。 

 

た
い
こ
う
心
を
も
や
す 

 
 
→
 

ゆ
ず
り
あ
う
、
協
力
し
合
う 

  

二
人
を
見
る
ク
ラ
ス
の
み
ん
な 

 

な
か
よ
く
す
る
の
は
、
無
理 

→
 

な
ん
だ
か
う
れ
し
い
。 

  

「
ぼ
く
」
の
見
方 

 

気
に
し
て
い
な
い 

 
 
 
 
→
 

気
に
か
け
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
い
り
を
し
て
い
る
。 

 
か
べ
新
聞 

 

そ
れ
ぞ
れ
が
書
く 

（
左
右
で
ち
が
う
） 

 
 
 
 
→
 

二
人
で
協
力
し
て
直
す
。 

 

上
の
方
が
青
い
ふ
ち
取
り 

 
→
 

青
と
赤
の
二
重
の
ふ
ち
取
り 

 

け
ん
か
を
し
な
が
ら
作
っ
た 

か
べ
新
聞 

→
 

友
情
の
証
の
か
べ
新
聞 

 



〇題名の意味を考える。 

・「壁の汚れを隠してしまったと東君と西君」や

「汚れた壁を隠した壁新聞」でも、よかったの

にね。 

・かべ新聞で「友情」が、深まったんだよ。 

・かべ新聞がきっかけなんだよね。 

・誰の「友情」かな。 

・東君と西君の友情かな。 

・クラスのみんなや、「ぼく」、東君、西君の

「友情」が深まったんだよ。 

・作者は、全員の「友情」を表したんだね。 

・やっぱりきっかけは、かべ新聞だ。だから、

「友情」のかべ新聞なんだ。 

 

◇これまでの物語の内容から、題名の「友情」に

ついて考えさせる。 

 

 

ま

と

め 

〇学習をふりかえり、次の見通しをもつ。 

・どんなところが面白かったのかをみんなで話

そう。 

 

 

（３）評価の基準 

Aの児童の学びの姿 Bの児童の学びの姿 Bの基準に高めるための 

手立てや支援 
 登場人物の気持ちが、物語の最

初と最後で変化したことを読み取

り、場面の移り変わりと結び付け

て具体的に想像し、題名に込めた

筆者の思いを考えることができ

る。 

 登場人物の気持ちが、物語の最

初と最後で変化したことを読み取

り、題名の意味を考えることがで

きる。 

・登場人物の変化を追うことが一

人では難しい。 

・どのように変化したのかが分か

らない。 

・題名の意味を考えることが難し

い。 

       ↓ 

・着目する文章に印のある全文シ

ートを用意し、それを手掛かりに

して最初と最後の気持ちの変化を

ノートにまとめる。 

・登場人物の関係を人物相関図な

どで確認し、題名の「友情」に込め

た思いに絞って考えることができ

る。 

 

（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

霜
月
十
九
日
（
水
） 

『
友
情
の
か
べ
新
聞
』 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

は
や
み
ね 

か
お
る
／
作 

     

➀
変
化
し
た
こ
と 

東
君
と
西
君
の
関
係 

 

と
て
も
仲
が
悪
い→

二
人
で
い
る
の
が
楽
し
く
な
っ
た
。 

 

相
手
の
せ
い
に
し
て
い
る→

か
ば
い
合
お
う
と
し
て
い
る
。 

 

た
い
こ
う
心
を
も
や
す→

ゆ
ず
り
あ
う
、
協
力
し
合
う 

二
人
を
見
る
ク
ラ
ス
の
み
ん
な 

 

な
か
よ
く
す
る
の
は
、
無
理→

な
ん
だ
か
う
れ
し
い
。 

「
ぼ
く
」
の
見
方 

 

気
に
し
て
い
な
い→

気
に
か
け
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

す
い
り
を
し
て
い
る
。 

か
べ
新
聞 

 

そ
れ
ぞ
れ
が
書
く
（
左
右
で
ち
が
う
）→

二
人
で
協
力
し
て
直
す
。 

 

上
の
方
が
青
い
ふ
ち
取
り→

青
と
赤
の
二
重
の
ふ
ち
取
り 

 

け
ん
か
を
し
な
が
ら
作
っ
た
か
べ
新
聞→

友
情
の
証
の
か
べ
新
聞 

 

②
二
人
は
、
な
か
よ
く
な
っ
た
の
か
。 

・
か
べ
新
聞
が
き
っ
か
け
に
な
っ
て
、
仲
良
く
な
っ
た
。 

・
少
し
ず
つ
、
仲
が
良
く
な
っ
て
い
る
。 

こ
れ
か
ら
、
仲
良
く
な
る
の
で
は
？ 

・
お
た
が
い
を
知
り
始
め
た
。→

仲
良
く
な
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

な
ら
な
い
の
で
は
？ 

・
仲
良
く
な
っ
た
よ
う
に
み
え
る
。
同
じ
よ
う
な
こ
と
を
こ
れ
か
ら
も

く
り
か
え
す
の
で
は
？ 

③
題
名
『
友
情
の
壁
新
聞
』 

・
か
べ
新
聞
が
き
っ
か
け
と
な
っ
た
友
情
の
物
語 

・
友
情
が
深
ま
っ
た
物
語 

Q

だ
れ
の
友
情
？ 

 

・
東
君
と
西
君 

・「
ぼ
く
」
の
交
友
関
係 

 

・
ク
ラ
ス
の
み
ん
な
と
の
友
情
＝
み
ん
な
が
仲
良
く
な
る
！ 

 

★
東
君
と
西
君
だ
け
の
友
情
で
は
な
い
！ 

登
場
人
物
み
ん
な
の
友
情
が
深
ま
っ
た
。（
中
井
先
生
の
作
戦
） 

【
学
習
課
題
】 

 

物
語
の
最
初
と
最
後
で
変
化
し
た
こ
と
を
読
み
取
り
、
題
名
の

意
味
を
考
え
よ
う
。 


